
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
心 の と び ら 

先日，無事に運動会を開催することができ，子ども

たちもたくさん練習してきた成果を発表することがで

きました。週明けには，「リレーの走りをお母さんがほ

めてくれたんだよ。」「とてもがんばっていたねってお

父さんが言ってくれた。」と満面の笑みで誇らしげに私

たちに話してくれました。 

 子どもたちは保護者の方に頑張りを見てもらおうと

一生懸命になり，その頑張りを認めてもらえるとさら

に頑張ろうと思います。すべての時間を一緒に過ごす

ことは難しいですが，離れて過ごしている時間のこと

を家族で共有する時間を大切にしたいですね。 

                             京都市立修学院第二小学校 

                                            校 長    川 口  正 二 

ＴＥＬ．０７５（７８１）５４００ 

ＦＡＸ．０７５（７９１）５４００ 

ＨＰ http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/syugakuindai2-s/ 

※上のＱＲコードから携帯電話でもご覧いただけます。 

 

 

 

 

平成２８年度  １１月号 

 

１０月号の「修二だより」でもお伝えしていたとおり，１１月８日（火）は，

本校で「左京南支部の育成なかよし運動会」が行われます。 

に組だけではなく，１年生から６年生の子どもたちも交流で出場します。ご都

合が良ければ，ぜひ，お越しください。 

当日のプログラム等については，裏面をご参照ください。 

   

 
就学時健康診断（１１月１８日） 

 

来年度入学予定児童の就学時健康診断を行

います。各検査会場へは，来年度６年生となる

５年生の児童が新入学児童を案内します。修学

院第二小学校代表として，今からお迎えするの

を楽しみにしています。当日は，５年生以外は

給食後，完全下校となります。 

   

 
学習発表会（１１月２９日） 

学習発表会に向けての取り組みが始まりま

す。当日は，練習の集大成を見ていただくこと

はもちろんですが，そこに至るまでの一人一人

の努力，グループでの協力，裏方としての仕事

にも目を向けていただき，励ましの言葉を送っ

ていただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

下校時刻が変わります！ 

秋も深まり，日が暮れるの 

もずいぶん早くなりました。そこ

で，例年通り，１１月１日（火）

より下校時刻が午後４時１０分と

なります。保護者の皆様のご理解

とご協力をよろしくお願いいたし    

ます。 

本校では，毎月１０日が銀行振替

日です。１１月分は１１月１０日

(木)に銀行振替させていただきま

すので，１０月９日(水)までに入金

を済ませていただきますようお願

いいたします。 

日 曜 行事 放 保健行事 ＰＴＡ・地域・部活等

1 火
朝会（男女平等）

○
フッ化物洗口
検尿（全学年）

2 水
ＳＣ

食の学習（５い） 検尿（全学年）
算数教室
ドリバン

3 木 文化の日

4 金
ほほえみ朝会
食の学習（５ろ）

○
算数教室

5 土
修二子ども会フットサル大会
左京ふれあいカーニバル ドリバン

6 日

7 月
６年長唄三味線講座
委員会活動 ドリバン

8 火
なかよし運動会

○
フッ化物洗口

9 水
大文字駅伝予選会

算数教室
ドリバン

10 木
ランチルーム（１ろ）　　５年親子交流会
ステップアップサーズデー

○
読みきかせ

11 金
ランチルーム（１ろ）
大文字駅伝予選会予備日　　ＡＬＴ

○
算数教室

12 土
土曜学習（算数検定）10:00～11:10
体験学習（鞍馬寺）13:00～16:00

13 日 一乗寺保育園バザー ドリバン

14 月
クラブ活動

算数教室
ドリバン

15 火
学校安全日
校外学習（に・１・２・３）

○
フッ化物洗口

16 水
４時間授業　　研究授業（３年ろ組）
楽器搬入　　学校経理の日　　ＳＣ

17 木
食の学習（６い）　　照明搬入
ステップアップサーズデー

○
再検尿

読みきかせ
茶道

18 金
４時間授業
就学時健康診断 ＰＴＡ運営委員会

19 土 愛のパレード ドリバン

20 日 左京南ＰＴＡバレーボール交流大会

21 月
クラブ活動 発育測定１年

算数教室
ドリバン

22 火
和献立
校外学習予備日（に・１・２・３）

○
フッ化物洗口
発育測定４年

23 水 勤労感謝の日

24 木
ランチルーム（５い）
ステップアップサーズデー

○
発育測定２年 読みきかせ

25 金
５時間授業　　５年学習発表会準備⑥
ランチルーム（５ろ）　　ＡＬＴ

○
発育測定に組３年

26 土 ドリバン

27 日

28 月
学習発表会リハーサル 発育測定５年

算数教室
ドリバン

29 火
学習発表会

○

30 水
６年小中交流会

フッ化物洗口

発育測定６年

算数教室
ドリバン

平成２８年度　１１月行事予定 京都市立修学院第二小学校

＜１２月の主な行事予定＞
１日（木）人権朝会　　　２日（金）４時間授業　　　５日（月）委員会活動　　　１３日（火）マラソン大会
１５日（木）和献立　マラソン大会予備日　　　１６日（金）４時間授業　個人懇談会　　　１９日（月）４時間授業　個人懇談会
２０日（火）４時間授業　個人懇談会　　　２１日（水）４時間授業　個人懇談会　　　２２日（木）４時間授業　大掃除後下校
２３日（金）冬季休業開始（１／９まで）

http://www.edu.city.kyoto.jp/hp/syugakuindai2-s/


  

 

 

◇なかよし運動会とは 

・左京南支部小学校に在籍する育成学級の子どもたちの運動会です。 

・毎年，左京南支部の小学校で開催されています。今年度は本校で実施されます。 

 

◇日時と場所 

・日時 平成２８年１１月８日（火） ９：４０～１３：４５ 

・場所 修学院第二小学校 運動場，体育館 （雨天の場合は体育館で実施します） 

 

◇当日のプログラム 

・本校の子どもたちは，競技ごとに学年単位で交流参加します。 

（各学年の担当種目以外の時間は，通常の授業です。） 

 

お知らせや学校の様子を，本校ホームページでもお知らせしています。ぜひご覧ください。 
 また，校内で撮影されたお子さま以外の児童や教職員，他の保護者の写真などを，フェイスブックやツイッターなどに掲載することは，個人情報
の漏えい並びに学校教育の妨げとなりますので，ご遠慮ください。ご理解，ご協力のほどよろしくお願いいたします 

プログラム内容 交流学年 交流内容

・一緒にはじめのしきに参加する。
・一緒に準備体操のダンスを踊る。
・赤組と白組の担当に分かれて応援する。

・徒競走
　「それゆけ！
　　　ニンニン忍者じゃん！」

・障害物走
　「いそげ！
　　　アニマルレスキュー隊」

休憩＜２０分程度＞

５年

３年
・育成学級の子どもたちと一緒に箱を運び，
　ゴールでヒモの向きを反対にする。
・育成学級の子どもとハイタッチをする。

・赤組と白組の担当に分かれてエール交換する。
・玉入れの玉を渡す。・かごを持って動く。
・パズルを積む。・メッセージを言う。

１年

１年
・コースの横に並んで応援する。走り終えた
　育成学級の子どもたちに手裏剣つき冠をか
　ぶし，一緒に座席に戻る。

４年
・走ってきた育成学級の子どもたちにメダル
　をかけ，一緒にゴールへ向かう。
・ゴール後は応援席まで一緒に戻る。

・はじめのしき
・準備体操「おいものたいそう」
・応援合戦

・エール交換
・玉入れ
　「よみがえれ，伝説の妖精」

・団体競技
　「ちからをあわせて！
　　　　　おはこびリレー」

・長距離走
　「がんばれ！マラソン」

・おわりのしき
・ダンス「ともだち」

・育成学級の子どもたちに伴走し周回数を
　数える。
・コースから外れないように小旗を振って
　応援する。

６年

昼食＜１時間程度・体育館＞

２年
・一緒におわりのしきに参加する。
・一緒にダンスを踊る。終了後，見送りを
　する。

 

 

 

 

 

１０月２２日（土），天候が心配されましたが，平成２８年度の運動会を無事に行うこと

ができました。保護者や地域の皆様には，ご多用の中，たくさんの方々にご来校いただき，

子どもたちに惜しみない声援と拍手をいただけましたこと，本当にありがとうございまし

た。 

子どもたちは競技や演技に練習の成果を力いっぱい発揮しました。学年種目では，子ど

もたち一人一人が自分の役割に責任を持って取り組みました。演技ではステキな笑顔があ

ふれ，競技では力一杯の姿が多くの感動を与えました。小学校での最後の運動会となる６

年生は，何度も失敗を繰り返しながら練習した組体操を，本番では１００％の力を出し切

り，すばらしい演技を見せてくれました。どの学年も一人 

一人が輝いた思い出に残る素晴らしい運動会となりました。 

また，高学年は当日に限らず準備段階からいろいろな係活 

動で運動会を支え，一つの大きな行事を作り上げることが 

できました。どの児童も自分の力を精いっぱい発揮したり， 

友達と協力しながら全力を尽くしたりしたことは子どもた 

ちにとって将来きっと役に立つことでしょう。 


